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広報よもぎた

りのために

連絡員会議

各
地
区
の
要
望
、
意
見
を
村
行
政
に
反
映
さ
せ
る
「
平
成
八
年
度

自
治
会
長
、
行
政
連
絡
員
合
同
会
議
」
が
、
去
る
十
二
月
二
十
日
、

村
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
「
Ｑ
」
は
地
区
か
ら
の
要
望
・
質
問
事
項
で
、
「
Ａ
」
は
村

か
ら
の
回
答
で
す
。

出
　
席
　
者

▼
自
治
会
長
（
代
理
出
席
を
含
む
）

・
中
　
　
沢
　
坂
本
　
静
夫
　
・
長
　
　
科
　
坂
本
　
祐
一

・
阿
弥
陀
川
　
八
戸
　
一
郎
　
・
蓬
　
　
田
　
工
藤
　
　
弘

・
宮
　
　
本
　
清
水
　
害一
孝
　
・
郷
　
　
沢
　
大
宮
平
八
郎

・
瀬

辺

地
　
山
舘
　
誠
弘
　
・
広
　
　
瀬
　
田
中
嘉
太
郎

・
高
　
　

根
　
稲
葉
　
勝
雄

▼
行
政
連
絡
員

・
瀬

辺

地
　
越
田
　
久
治

▼
行
政
側

・
村
　
　
長
　
八
戸
良
次
郎
　
・
村
議
会
議
長
　
津
島
　
鐵
雄

・
助
　
　

役
　
坂
本
　
昭
巳
　
・
収
入
役
　
　
小
畑
　
清
實

・
教

育

長
　
奈
良
　
良
成
　
・
各
課
長

中
沢
地
区

Ｑ
　
傘
松
観
音
付
近
の
道
路
側

溝
蓋
が
、
清
掃
時
は
ず
せ
な

い
。

Ａ
　
側
溝
清
掃
は
、
住
民
協
力

で
行
っ
て
い
る
。
現
地
は
蓋

が
重
く
、
バ
キ
ュ
ー
ム
車
で

処
理
し
た
方
が
よ
い
が
、
経

費
が
か
が
る
た
め
今
後
検
討

す
る
。

長
科
地
区

０
　
農
村
公
園
の
整
備
に
つ
い

て
。

A
　
1
0年
以
上
経
過
し
て
お
り
、

金
属
部
分
が
腐
食
し
て
危
険

な
た
め
撤
去
し
た
い
。
可
能

な
と
こ
ろ
か
ら
木
材
等
で
対

応
し
た
い
。
砂
場
は
、
犬
、

猫
の
ふ
ん
等
で
不
衛
生
な
の

で
埋
め
る
方
向
で
検
討
し
て

い
る
。

阿
弥
陀
川
地
区

Ｑ
　
船
揚
場
よ
り
国
道
に
通
じ

る
道
路
改
良
に
つ
い
て
。

Ａ
　
新
年
度
で
対
処
す
る
。

Ｑ
　
海
岸
道
路
の
補
修
に
つ
い

て
。

’

Ａ
　
管
理
道
路
（
建
設
省
管
轄
）

整
備
に
つ
い
て
の
、
当
面
計

画
は
な
い
。

●自治会長、行政連絡員会議 2



住み良い村づく

自治会長、行政

蓬
田
地
区

Ｑ
　

河
川
に
堆
積
す
る
砂
を
撤

去
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　

撤
去
す
る
方
向
で
進
め
る
。

宮
本
地
区

Ｑ
　

村
営
住
宅
３
～
６
号
棟
の

階
段
に
手
す
り
を
取
付
け
て

ほ
し
い
。

Ａ
　

高
齢
者
対
策
上
も
あ
り
設

置
す
る
。

Ｑ
　

Ｉ
～
６
号
棟
の
西
側
の
壁

補
修
に
つ
い
て
。

Ａ
　

新
年
度
に
向
け
前
向
き
に

検
討
す
る
。

Ｑ
　

フ
ェ
ン
ス
が
腐
食
し
て
い

る
。

Ａ
　

補
修
す
る
。

Ｑ
　

公
園
整
備
を
お
願
い
し
た

い
。

Ａ
　

す

べ
り
台
、

シ
ー
ソ
ー
、

水
道
、
砂
場

シ
ー
ト
に
つ
い

て
、
新
年
度
予
算
に
計
上
予

定
。

Ｑ
　

街
路
灯
が
腐
食
し
て
い
る
。

Ａ
　

新
年
度
予
算
に
計
上
予
定
。

郷
沢
地
区

Ｑ
　

福
井

匸

三
一
氏
の
船
揚
場

か
ら
福
井
武
氏
の
船
揚
場
ま

で
、
約
2
0
0
mの
道
路
を
舗
装

し
て
ほ
し
い
。

福
井
一
衛
氏
の
船
揚
場
か

ら
福
井
一
春
氏

の
船
揚
場

ま

で
、
約
1
3
0
mの
道
路
を
舗
装

し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　

管
理
道
路
（
建
設
省
管
轄
）

の
舗
装
に
つ
い
て
、
建
設
省

で
は
当
面
計
画

が
な
い
旨
回

答
。
早
期
実
現
を
目
指
し
要

望
す
る
。

Ｑ
　

国
道
か
ら
中
学
校
へ
の
道

路
拡
幅
に
つ
い
て
。

Ａ
　

買
収
単
価
、
補
償
等
で
用

地
交
渉
が
進
展
し
て
い
な
い

が
、
継
続
し

て
交
渉
す
る
。

瀬
辺
地
地
区
　
　
　
　
　
　
　

’

Ｑ
　

天
満
宮
に
至

る
急
傾
斜
地

の
改
修
工
事
に
つ
い
て
。

Ａ
　

青
森
土
木
事
務
所
と
協
議

し
た
結
果
、
平
成
９
～
1
0
年

の
２
か
年
で
整
備
す
る
。

Ｑ
　

三
十
三
観
世
音
に
至

る
瀬

辺
地
側
道
路
の
拡
幅
改
良
工

事
に
つ
い
て
。

Ａ
　

現
段
階
で
は
、
財
政
的
に

困
難
で
あ
る
。

Ｑ
　

瀬
辺
地
橋
か
ら
越
田
俊
一

氏
宅
に
至

る
側
溝
工
事
に
つ

い
て
。

Ａ
　

青
森
土
木
事
務
所
に
要
望

す
る
。

Ｑ
　

瀬
辺
地
橋
南
側
の
県
漁
港

区
域
内
、
排
水
側
溝
の
改
修
、

改
良
に
つ
い
て
。

Ａ
　

県
の
施
設
で
あ
る
が
、
住

民
の
協
力
で
清
掃
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

Ｇ
　

瀬
辺
地
漁
港
の
工
事
計
画

に
つ
い
て
。

Ａ
　

第
９
次
整
備
計
画
（
平
成

９
年
～
1
1
年
）
で
は
、
３
億

円
の
事
業
費

が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

広
瀬
地
区

Ｑ
　

広
瀬
川
河
口
の
橋
建
設
に

つ
い
て
。

Ａ
　

広
瀬
川
河
川
公
園
事
業
と

一
体
的
に
、
県
に
要
望
す
る
。

Ｑ
　

滝
沢
地
区
海
没
地
を
海
洋

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
地
と
し

て
利
用
で
き
な
い
か
。

Ａ
　

通
称
「
黒
岩
」
の
海
没
地

の
処
理
方
法
で
、
解
決
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

高
根
地
区

Ｑ
　

地
区
の
基
幹
村
道
側
溝
に

蓋
を
か
け
て
ほ
し
い
。

Ａ
　

平
成
８
～
９
年
度
で
融
雪

溝
を
入
れ
る
計
画
で
す
。

連
合
自
治
会
よ
り

Ｑ
　

緑
の
募
金
に
つ
い
て
。

Ａ
　

目
標
額
2
6万
円

に
対
し
、

実
績
額
は
1
3万
２
千
円
で
す
。

ま
た
、
今
年
「
ナ
ナ
カ
マ

ド
」
が
小
学
校
に
寄
贈
さ
れ

て
い
ま
す
。

Ｑ
　
清
掃
検
査
（
年
２
回
）
に

つ
い
て
。

Ａ
　
法
律
に
よ
り
、
市
町
村
が

清
潔
保
持
の
指
導
を
し
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
今
後
、

検
査
方
法
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

Ｇ
　
水
道
事
業
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。

Ａ
　
現
在
、
認
可
設
計
中
で
あ

る
が
地
区
説
明
会
の
と
お
り

９
年
度
着
工
、
1
1年
度
よ
り

順
次
通
水
す
る
予
定
で
す
。
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村および村教育委員会

広報よもぎた

表　彰　式

一
月
十
六
日
南
、
村
中
央
公

民
館
に
お
い
て
、
平
成
八
年
度

蓬
田
村
お
よ
び
村
教
育
委
員
会

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
村
功
労
者
表
彰
に

は
、
長
年
、
自
治
振
興
に
貢
献

の
あ
っ
た
五
名
の
方
々
が
、
ま

た
、
村
教
育
委
員
会
表
彰
に
は
、

芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
分

野
で
功
績
の
あ
っ
た
十
四
名
、

二
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま

し
た
。

式
に
は
、
受
賞
者
を
は
じ
め

関
係
者
が
出
席
し
、
お
祝
い
し

ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と

お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

「
功
労
者
表
彰
」

▽
張
間
　

市
郎
　
　
（
長
　

科
）

・
村
消
防
団
員
、
団
付
分
団
長

と
し

て
職
務
に
精
励
、
民
生
の

保
全
に
貢
献
。

▽
藤
本
　
　

巖
　
　
（
長
　

科
）

・
村
消
防
団
員
、
分
団
長
と
し

て
職
務

に
精
励
、
民
生
の
保
全

に
貢
献
。

▽
大
洋
　

敏
夫
　
　
（
郷
　

沢
）

・
地
域
診
療
医
、
学
校
医
と
し

て
村
民
の
健
康
管
理
に
貢
献
。

▽
田
中
　

舘
廣
　
　
（
広
　

瀬
）

・
多
年
に
わ
た
り
、
広
瀬
農
事

振
興
組
合
長
と
し
て
、
自
ら
も

水
稲
、
ト
マ
ト
の
改
良
・
増
産

に
努
め
、
村
農
業
振
興
に
貢
献
。

▽
小
鹿
　

賢
蔵
　
　
（
青
森
市
）

・
多
年

に
わ
た
り
、
本
村
陸
上

競
技
（
長
距
離
）
の
発
展
、
底

辺
拡
大
に
多
額
の
金
員
を
寄
付
。

【
芸
術
文
化
賞
】

▽
藤
本
　

マ
ツ
エ
　
（
長
　

科
）

・
多
年
に
わ
た
り
、
茶
道
の
普

及
奨
励
に
努
め
、
村
の
芸
術
文

化
の
発
展
に
貢
献
。

▽
長
谷
川
　

二
三
代
（
中

沢
）

・
多
年
に
わ
た
り
、
陶
芸
の
普

及
に
努
め
、
村
の
芸
術
文
化
の

発
展
に
貢
献
。

「
芸
術
文
化
奨
励
賞
」

▽
小
松
　

優
子
　
　
（
蓬
　

田
）

・
平
成
８
年
度
青
森
県
共
同
募

金
会
赤
い
羽
根
ポ
ス
タ
ー
コ

ン

ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
。

▽
木
村
　

直
子
　
　
（
蓬
　

田
）

・
平
成
８
年
度
青
森
県
共
同
募

金
会
赤
い
羽
根
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
秀
賞
を
受
賞
。

▽
高
松
　

未
由
樹
　
（
中
　

沢
）

・
平
成
８
年
度
青
森
県
共
同
募

金
会
赤
い
羽
根
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
秀
賞
を
受
賞
。

▽
蓬
田
小
学
校

・
平
成
８
年
度
青
森
県
共
同
募

金
運
動
5
0周
年
記
念
赤
い
羽
根

作
品
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
な
成

績
を
お
さ
め
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
賞
」

▽
久
慈
　

優
子
　
　
（
広
　

瀬
）

・
平
成
８
年
度
県
民
体
育
大
会
、

陸
上
女
子
砲
丸
投
げ
第
３
位
。

▽
小
松
　

美
由
紀
　
（
蓬
　

田
）

・
平
成
８
年
度
県
民
体
育
大
会
、

陸
上
女
子
1
0
0
m第
２
位
。

▽
坂
本
　

幾
子
　
　
（
中
　

沢
）

・
平
成
８
年
度
県
民
体
育
大
会
、

陸
上
女
子
2
0
0
m第
２
位
。

▽
坂
本
　

恭
一
　
　
（
長
　

科
）

・
平
成
８
年
度
秋
季
高
等
学
校

野
球
東
北
大
会
に
出
場
し
優
勝

に
貢
献
。

▽
乳
井
　

厳
公
　
　
（
蓬
　

田
）

・
第
7
8回
全
国
高
等
学
校
野
球

大
会
に
出
場
し
健
闘
。

▽
佐
井
　
　

亮
　
　
（
蓬
　

田
）

・
第
7
5回
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー

大
会
に
出
場
し
健
闘
。

▽
青
木
　

浩
二
　
（
阿
弥
陀
川
）

・
第
7
5回
全
国
高
校
ラ

グ
ビ
ー

大
会
に
出
場
し
健
闘
。

▽
坂
本
　

昌
彦
　
　
（
中
　

沢
）

・
第
7
5回
全
国
高
校
ラ

グ
ビ
ー

大
会

に
出
場
し
健
闘
。

▽
藤
本
　

康
幸
　
　
（
長
　

科
）

・
平
成
８
年
度
全
日
本
卓
球
選

手
権
大
会

に
出
場
し
健
闘
。

▽
蓬
田
村
体
育
協
会

女
子
陸
上
部

・
平
成
８
年
度
県
民
体
育
大
会
、

陸
上
競
技
村
の
部
総
合
２
位
。
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シ
ニ

ア

洋

上
セ

ミ

ナ

ー
に

参

加

し

て

小
鹿
　
賢
逸
さ
ん
（
長
科
）

第
六
回
あ
お
も
り
シ
ニ
ア
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
が
九
月
九
日
か
ら
十
二

日
ま
で
三
泊
四
日
（
船
内
二
泊
）
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
「
に
っ
ぽ
ん
丸
」
で
青
森
か
ら
東
京
ま
で
洋
上
研
修

す
る
も
の
で
県
内
か
ら
六
十
歳
以
上
の
男
女
三
〇
九
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　

ｊ

今
回
、
村
よ
り
坂
本
豊
光
さ
ん
（
長
科
）
、
小
鹿
賢
逸
さ
ん
（
長

科
）
の
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

友
に
誘
わ
れ
て

江
明
十
六
日
、
朝
か
ら
冷
た

い
東
風
が
吹
い
て
い
る
。
例
年

で
あ
れ
ば
田
植
え
に
入
る
時
期

で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
だ
代
掻

に
入
る
様
子
も
な
い
。

春
の
異
常
天
候
が
依
然
続
い
て

い
る
。
昭
和
五
十
五
年
、
平
成

五
年
の
歴
史
的
な
大
冷
害
に
な

ら
な
け
れ
ば
よ
い
が
…
。
と
思

い
な
が
ら
朝
飯
後
の
茶
を
飲
ん

で
い
る
と
「
お
Ｉ
い
、
い
だ
な
」

友
人
の
坂
本
豊
光
氏
の
声
で
あ

る
。

「
船
さ
乗
ね
な
Ｉ
」

「
何
の
船
よ
」

「
日
本
丸
さ
よ
…
」

と
っ
さ
に
海
の
貴
婦
人
と
呼
ば

れ
る
大
型
帆
船
の
こ
と
を
思
い

出
し
た
。

「
汝
も
ま
だ
「

イ
カ
ラ
だ
こ
と

や
ら
い
な
１
…
」

「
ん
に
や
、
そ
れ
で
な
ぐ
日
本

丸
よ
…
」
と
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
の

受
け
答
え
。
家
の
中
に
入
り
ず
っ

た
ど
、
あ
ぐ
ら
で
聞
い
て
み
た
。

話
し
の
概
略
は
第
六
回
あ
お
も

り
シ
ニ
ア
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
参
加

の
誘
い
で
あ
っ
た
。

「
は
し
！
し
た
ら
行
ぐ
べ
し
」

「
吾
も
行
ぐ
ね
…
」
と
早
速
話

し
が
決
ま

っ
た
。

出
　

航
　

編

県
下
、
各
市
町
村
長
出
席
の

も
と
で
の
出
航
式
を
終
え
、
午

後
二
時
、
い
よ
い
よ
出
航
で
あ

る
。
団
員
全
員
が
四
階
の

デ
ッ

キ
に
上

が
り
、
五
色
の
テ
ー
プ

片
手
に
、
し
ば
し
家
族
と
の
別

れ
を
惜
し
ん
で
い
る
。
横
で
は
、

木
村
知
事
も
一
生
懸
命
、
手
を

振
っ
て
い

た
。
後
日
談
だ
が
、

奥
様
も
見
送
り
に
来
て
い
た
ら

し
い
。
友
人
、
豊
光
氏
も
負
け

ず
と
手
を
振

っ
て
い
る
。
た
っ

た
四
日
間
の
船
旅
な
の
だ
が
・
…

私
と
い
え
ば
、
五
十
余
年
前

を
思
い
出
し
て
い
た
。
函
館
要

塞
重
砲
連
隊
に
入
隊
す

べ
く
青

森
桟
橋
で
の
出
征
出
航
を
…
…
。

あ
の
時
は
、
家
族
、
村
民

が
多

数
見
送
っ
て
く
れ
た
。

平
和
の
尊
さ
を
、
か
み
締
め

な
が
の
出
航
で
あ
っ
た
。

講
　

演
　

編

「
素
敵
な
人
生
の
た
め
に
」
、

カ
ネ
ボ
ウ
化
粧
品
の
三
和
恵
美

子
氏

の
講
演
の
中
か
ら
。

・
あ
い
さ
つ
は
ふ
だ
ん
の
声
の

高
さ
よ
り
少
し
高
め
に
言
う
と

良
い
印
象
を
与
え
る
。

・
人

の
陰
口
を
低
い
声
で
言
う

の
は
も
っ
て
の
外
。

・
笑
顔
で
接
す

る
と
血
流
が
良

く
な
り
血
色
が
良
く
な
る
。

・
戸
籍
の
年
齢
の
八
掛
け
の
つ

も
り
で
（

。
ス
ル
し
て
生
き
る

こ
と
（
六
十
歳
の
人
は
四
十
八

歳
、
七
十
歳
の
人
は
五
十
六
歳

の
気
持
ち
で
）
。

セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
て

先
日
、
新
聞
を
読
ん
で
い
た

ら
次
の
よ
う
な
記
事
が
載
っ
て

い
た
。
「
昔
々
あ

る
所

に
お
じ

い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
住
ん

で
い
ま
し
た
」
こ
れ
は
、
お
と

ぎ
話
し

の
出
だ
し

の
部
分
で
あ

る
が
な
ぜ
「
お
父

さ
ん
、
お
母

さ
ん
」

で
は
な
く
て
「
お
じ
い

さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
」
な
の
だ

ろ
う
か
。
こ
れ
は
「
お
じ
い
さ

ん
、
お
ば
あ
さ
ん
」
か
ら
孫
へ

と
い
う
情
報
伝
達
が
、
室
町
当

時
の
日
本
で
は
い
か
に
重
要
で

あ
っ
た
か
と
い
う
証
し
で
あ
る
。

親
が
子

に
教
え
る
の
は
多
く
が

実
務
的
な
こ
と
で
あ
る
。
日
本

特
有
の
文
化
や
知
恵
・
精
神
の

伝
達
は
子
育
て
を
終
え
た
お
じ

い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
の
で
あ
る
。
木
を

切

っ
た
ら
孫
の
時
代

に
は
ど
う

な
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
よ
う
に
、
文
化

や
社
会
も

三
代
、
見
通
し
て
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
今
こ
そ
お
年
寄

り
の
知
恵
を
借
り
よ
う
。

現
代
の
子
ど
も
達
を
と
り
ま

く
環
境
は
ど
う
だ
ろ
う
。
確
か

に
私
達
の
子
ど
も
の
頃
と
は
比

較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
物
的
に
豊

か
に
な
っ
た
。
し
か
し
心
の
豊

か
さ
は
反
比
例
し
て
貧
し
く
な
っ

て
い
く
よ
う
な
気
が
し

て
な
ら

な
い
。
こ
れ
は
セ
ミ

ナ
ー
に
参

加
し

た
多
く
の
団
員
が
語
っ
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。

フ
ァ
ミ
コ

ン
漬
け
の
子
ど
も
達
が
将
来
ど

ん
な
大
人
に
な
り
親
と
な
っ
て

い
く
の
で
あ
ろ
う
。
案
じ
ら
れ

て
な
ら
な
い
。

村

の
将
来
を
考
え

る
な
ら
ば

子
ど
も
の
教
育
は
さ
け
て
通
れ

な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。

第
六
回
あ
お
も
り
シ
ニ
ア
洋

上
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、
多
く

の
人
々
と
交
流
を
深
め
大
変
有

意
義
な
体
験
を
し
た
。

最
後
に
添
乗
さ
れ
た
四
十
名

の
財
団

の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に

感
謝
し
、
ま
た
、
こ
の
事
業
に

応
援
し

て
下

さ
っ
た
村
当
局
に

深
甚
な
る
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上

げ
た
い
と
思
う
。

5●シニア洋上セミナー
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村 民 卓 球 大 会

第51回村民卓球大会が１月15日、村農業者トレーニング

センターで開催され、小・中学生と一般成人の61名が参加し

熱戦を繰り広げました。

開会式で、主催者を代表し村体育協会の大宮正志卓球部長

があいさつ、村体育協会の福士鐵造会長が 匚卓球は県内でも

盛んなスポーツの一つです。蓬田村の選手 も各大会ですばら

しい記録を立てています。今日の大会が卓球の楽しさを広め、

村民の健康増進につながるよう期待します」 と激励のことば

を述べ、小学校６年生の工藤大助君と越田真理子 さんが「最

後まで一生懸命プレーします」と力強く選手宣誓 をし、試合

が行われました。

入賞者は次のとおりです。

◆小学３年生以下女子①相内香奈江②田中弥沙◆小学６年

生以下男子①工藤大助②藤本康幸（３年）◆小学 ６年生以下

女子①福井奈津子②越田真理子③小松優子、清水 華子◆中学

２年生以下男子①藤田稔②川崎秀晴③佐藤大輔、 田中佑哉◆

中学２年生以下女子①八幡二三子②森倫子③八幡恵、 東洋愛

里◆一般男子①大宮俊彦（中１）②大宮正志③清水信幸、 大

宮祐之（中３）◆一般女子①小松依子②大宮千恵子

書 き 初 め 大 会
１　

月８日、村中央公民館において、新春恒例

の書き初め大会が開催されました。

大会には、幼児から大人まで31 名が参加し、年

の初めを飾る作品に仕上げようと、 画仙紙に力強

い筆の走りを見せていました。

墨の香りが漂うなか、幼児には「めうし」、小学

１年生は「きぼう」、一般は「萬歳寿而康」と、そ

れぞれの課題に挑戦しました。

上位入賞者は、次のとおりです。

･・金　賞

工藤　　 敦（小学１年）福士　 雄大（･･ ２年）

大宮　　 唯（･･ ３年）高田　美郷（･･ ４年）

坂本　香織（･･ ５年）久慈登世雄（一　　 般）

･・銀　賞

大宮　哲也（小学１年）坂本　英隆（･･ ２年）

大宮　 由子（･･ ２年）坂本友紀乃（･ ・ ２年）

大宮亜由美（･･ ３年）高松未由樹（･･ ４年）

●カメラアイ6
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元気なかっちゃの料理コンクール

↓
月 工9日（日）、 ア スパ ムで “元 気 なか っち ゃ の味 自慢・

うで 自 慢 ” と題 し た加工 食 品 の コ ン ク ール が 開 催 さ れ

ま し た。

審 査 会 場 に は、 東 青 各 市 町 村 か ら ホ タテ や イ ワ シを

使 っ た料 理 や ナマ ゴの ア イ デ ア 食 品 な ど153 点 （ 本 村

か ら15 点 ） が 出 品 さ れ ま し た。

審 査 の 結 果、 本 村 か ら次 の作 品 が入 賞 し ま し た。

●・地 域 の 味 ・ 技 を 掘 り 起 こ す部 門

・ 優良 賞

「 ト リプ ル き く い も」　　　　 福士 と み ゑ （郷 沢 ）

●・商 品化 の た め の レ ベ ル ア ップ 部 門

・ 優良 賞

「 大 根 の 桜 漬 け」　　　　　　 蓬 田 婦 人 グ ル ープ

「 ト マ ト の カ レ ー酢 漬 」　　　 傘 松 生 活 改 善 グ ル ープ

●・ナ マ コ の ア イ デ ア食 品

・ 優良 賞

匚ナ マ コ キ ムチ 漬」　　　　　 二 唐 美 代 子 （蓬 田 ）

・ 奨 励賞　　　　
み　そ　あ

「 蒸 し ナ マ コ の酢 味 噌和 え 」　 坂 本　 睦 子 （中 沢 ）

少年 スキー教室
冬　

場の体力づくりとスキー技術の向上を目的

に、１月9 ～10日の２日間、村簡易スキー場で、

少年スキー教室が開催されました。

スキーをはいて歩くのがやっとの初心者から、

大人顔負けの滑りをする子供たち47名が参加し、

講師陣から指導を受けました。

「平和ラーメン」プレゼント

12
月25日(水)、よもぎ温泉トレーニング室で、

機能訓練をしている人たちに、 ラーメンのプレ

ゼントがありました。

善意を寄せてくれたのは、平内町でラーメン

店を経営している、久慈一司さん夫妻( 広瀬)

で、店が定休日のこの日、ラーメンの移動販売

車を乗りつけ、昼食のラーメンを作ってくれま
した。

｢平和ラーメン｣ と名付けられた、まごころ

いっぱいのサービスは、８月に続いて２回目で
す。

また、おいしいラーメンのお礼に、訓練教室

の皆さんから、手作りのプレゼントがありまし
た。

・
　

同
い
歳
　

ま
め
で
達
者
で
　

喜
寿
祝
う
　
　
　
　
　

咲
　

子

一
　

四
十
も
喜
寿
も
　
孫
か
ら
見
れ
ば
　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
　

尚
　

政

一
　

喜
寿
の
顔
　

大
正
昭
和
平
成
　

生
き
た
人
　
　
　
　

千
恵
子

一
　

喜
寿
米
寿
　

長
寿
の
家
系
　

ま
だ
若
造
　
　
　
　
　

藤
　

久

一
　
祖
父
の
喜
寿
　
少
し
呆
け
た
と
　
孫
笑
う
　
　
正
　
一

一
　

川
柳
と
　
共
に
歩
ん
で
　

喜
寿
祝
う
　
　
　
　

栄
　

博

一
　

杖
貰

い
　
杖
を
使
わ
ぬ
　
喜
寿
元
気
　
　
　
　

啓
　
子

・
　

喜
寿
の
母
　
歳
の
数
ほ
ど
　

口
達
者
　
　
　
　

久
　
子

夜
、
外
に
出
て
、
た
ば
こ
を

一
服
。

南
の
空
に
は
、

オ
リ
オ
ン
座

が
輝
い
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
役
場
は
禁
煙
で

す
。

7●川柳北緯41°
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か
せ
に
ご
用
心

く
し
ゃ
み
・
鼻
水
・
鼻
づ
ま

り
…
…
と
く
れ
ば
、

″
あ
っ
、

か
ぜ
の
症
状
だ
な
”
と
誰
も
が

ピ
ン
と
く
る
よ
う
に
、
か
ぜ
は

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
い
て

最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
病
気
と
い

え
ま
す
。

そ
れ
だ
け

に
、
「

た

か
が
か
ぜ
」
「
た
だ
の
か
ぜ
」

な
ど
と
軽
視
さ
れ
が
ち
で
す
が
、

油
断

は
禁
物
。
か
ぜ
は
、
場
合

に
よ
っ
て
は
気
管
支
炎
や
肺
炎

を
引
き
お
こ
す
き
っ
か
け
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
し
、
こ
れ
ら
は

悪
化
す
る
と
大
変
危
険
で
す
。

最
近
新
聞
や
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー

ス
に
、
全
国
の
老
人

ホ
ー
ム
や

老
人
保
健
施
設
に
入
所
し
て
い

る
お
年
寄
り
が
、
肺
炎
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か

っ
て
死
亡

し
た
な
ど
と
い
う
記
事
が
よ
く

の
っ
て
い
ま
す

が
、
高
齢
で
体

力
が
衰
え
た
老
人

に
は
と
て
も

大
変
な
病
気
と
も
い
え
る
の
で

す
。こ

の
よ
う
に
、
決
し
て
侮
れ

な
い
か
ぜ
で
す
が
、
意
外
に
も

決
定
的
な
予
防
法
や
特
効
薬
は

あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
私
た

ち
に
で
き
る
の
は
、
か
ぜ
か
ら

身
を
守
る
こ
と
や
、
か
ぜ
を
ひ

い
た
ら
早
め
に
治
療
を
受
け
る

こ
と
な
ど
が
必
要
な
の
で
す
。

▼
か
ぜ
は
万
病
の
も
と
？

発
熱
や
だ
る
さ
な
ど
の
全
身

に
出
る
症
状
の
強
い
か
ぜ
は
、

抵
抗
力
を
低
下
さ
せ
あ
ち
こ
ち

に
さ
ま
ざ
ま
な
ひ
ず
み
を
生
み

だ
し
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
い

ろ
い
ろ
な
病
気
が
生
じ
て
き
ま

す
。
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

①
急
性
喉
頭
炎

の
ど
の
痛
み
・
発
熱
・
全
身

の
だ
る
さ

②
気
管
支
炎

湿
っ
た
せ
き
・
黄
色
の
濃
痰

③
肺
炎

高
熱
・
胸
痛
・
黄
色
の
痰

④
中
耳
炎

耳
の
痛
み
・
耳
鳴
り
・
難
聴

よ
汗
族
尚
場
合
、
痛
み
の
な
い

滲
出
性
中
耳
炎
に
か
か
り
や
す

く
発
見
が
遅
れ
る
と
難
聴
に
な

り
や
す
い
た
め
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。

現
在
村
で
は
、
３
歳
児
健
診

で
聴
力
検
査
を
し
て
い
ま
す
の

で
早
め
に
発
見
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

▼
か
ぜ
を
ひ
か
な
い
た
め
に
は

①
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で

す
が
、
人
混
み
の
中
や
大
勢
の

人
が
集
ま
る
所
は
避
け
る
。

②
外
出
か
良
戻
っ
た
ら
手
洗
い

や
う
が
い
を
し
、
の
ど
や
口
に

付
い
た
ウ
ィ
ル
ス
を
洗
い
流
す

習
慣
を
つ
け
る
。

③
体
力
を
つ
け
抵
抗
力
を
高
め

る
た
め
、
規
則
正
し
い
生
活
や

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、
適

度
な
運
動
を
心
が
け
る
。

④
暑
さ
寒
さ
な
ど
の
温
度
変
化

に
体
を
慣
ら
す
こ
と
な
ど
が
必

要
で
す
。

５日 間 で

タバコがやめられる！

…禁煙に挑戦してみましょう…

▼

禁

煙

前

の

準

備

①

始

め

る

時

期

を

決

め

る

②

仲

間

を

見

つ

け

る

③

禁

煙

の

動

機

を

再

確

認

す

る

④

計

画

を

途

中

で

変

更

し

な

い

※

禁

煙

を

成

功

さ

せ

る

重

要

な

ポ

イ

ン

ト

は

固

い

決

意

、

自

分

を

甘

や

か

さ

ず

、

と

に

か

く

５

日

間

実

行

す

る

こ

と

が

大

切

。

▼

成

功

さ

せ

る

ポ

イ

ン

ト

①

タ

バ

コ

に

関

す

る

の

を

身

の

回

り

か

ら

追

放

す

る

②

禁

煙

し

て

６

時

間

ほ

ど

で

離

脱

症

状

が

現

れ

る

の

で

、

深

呼

吸

・

水

を

飮

む

・

体

操

な

ど

を

す

る

③

タ

バ

コ

に

近

づ

か

な

い

環

境

を

つ

く

る

④

た

と

え

吸

っ

て

し

ま

っ

て

も

く

じ

け

な

い

で

継

続

す

る

⑤

５

日

間

の

禁

煙

に

成

功

し

て

も

３

か

月

は

要

注

意

※

禁

煙

後

、

再

び

吸

い

始

め

る

人

の

ほ

と

ん

ど

が

３

か

月

以

内

に

集

中

し

て

い

ま

す

。

投

げ

出

さ

ず

何

度

で

も

挑

戦

し

て

み

ま

‐‐‐
役

場

で

は

１

月

か

ら

庁

内

‐‐‐‐‐

‐‐‐
禁

煙

で

す

。

皆

さ

ん

も

挑

‐‐‐

戦

し

よ

う

Ｏ
　
　
　
　
　
　

‐‐‐

●保健コーナー8



特別養護老人ホームの申し込み

相談から入所まで

平
成
九
年
四
月
、
社
会
福
祉

法
人
蓬
生
会
に
よ
る
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
「
蓬
生
園
」
が
、

蓬
田
村
郷
沢
地
区
に
開
所
し
ま

す
。特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
で
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
な

ど
の
た
め
に
常
に
介
護
を
必
要

と
し
、
自
宅
で
介
護
を
受
け
る

こ
と
が
困
難
な
方
が
入
所
で
き

る
施
設
で
す
。

入
所
し
た
場
合
は
、
入
所
者

本
人
の
収
入
と
主
た
る
扶
養
義

務
者
の
所
得
に
応
じ
た
費
用
の

負
担
が
あ
り
ま
す
。
主
た
る
扶

養
義
務
者
は
、
原
則
と
し
て
同

居
し
て
い
る
配
偶
者
ま
た
は
子

供
が
な
り
ま
す
。

相

談

か

ら

入

所

ま

で

①
相
談
・
入
所
申
し
込
み

入
所
に
関
す
る
相
談
窓
口
は

市
町
村
役
場
で
す
。
蓬
田
村
で

は
福
祉
課
が
担
当
し
ま
す
。

寝
た
き
り
等
の
高
齢
者
を
抱

え
、
家
族
が
役
場
へ
来
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
は
、
家
庭
へ
出

向
き
相
談
を
受
付
け
し
ま
す
。

身
近
な
地
区

の
民
生
委
員
や
、

保
健
婦
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を

通
し
て
相
談
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

医
療
機
関
や
老
人
保
健
施
設

と
違
い
、
個
人
が
直
接
施
設
へ

入
所
申
し
込
み
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

②
面
接
調
査
の
実
施

入
所
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、

本
人
の
身
体
状
況

や
家
庭
介
護

の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
本

人
や
家
族
と
面
接
調
査
を
行
い

ま
す
。
同
時
に
、
診
断
書
や
収

入
申
告
書
、
課
税
証
明
書
、
戸

籍
謄
本
等
の
必
要
書
類
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③
老
人
ホ
ー
ム
入
所
判
定
委
員

会
の
開
催

面
接
調
査
の
結
果
を
資
料
に

ま
と
め
、
入
所
判
定
委
員
会
で

審
査
を
行
い
ま
す
。
審
査
は
国

の
「
老
人

ホ
ー
ム
入
所
審
査
基

準
」
に
基

づ
き
適
否
を
判
定
し

ま
す
。

判
定
委
員
会

は
、
医
師
（
内

科
医
・
精
神
科
医
）
、
老
人
福

祉
施
設
長
、
民
生
委
員
総
務
、

助
役
、
福
祉
課
長
、
福
祉
担
当

職
員
で
構
成
し
ま
す
。

④
待
機
者
名
簿
へ
の
登
録

判
定
委
員
会

に
お
い
て
「
入

所
適
当
」
と
判
定
さ
れ
る
と
、

待
機
者
名
簿
に
登
録
し
ま
す
。

待
機
者
を
在
宅
で
介
護
し

て

い
る
場
合
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
等
の
在
宅
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
、
介
護
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

⑤
入
所
措
置

現
在
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー

ム
は
ど
こ
も
満
杯
で
、
入
所
を

待

っ
て
い
る
方

が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。

施
設
に
空
床
が
出

る
と
、
必

要
度
の
高
い
順

に
、
待
機
者
の

中
か
ら
順
次
入
所
措
置
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

〈
入
所
相
談
連
絡
先
〉

蓬
田
村
役
場

福
祉
課
・
福
祉
係

ａ

（
内
線
　

２
３
３
）

9 ●老人ホームの申し込み



広報よもぎた

蓬
田
村

奨
学
生
募
集

村
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の

と
お
り
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
者

・
村
に
居
住
す
る
方
の
子
弟
で

大
学
、
短
大
、
各
種
専
門
学
校
、

農
林
漁
業
技
能
養
成
機
関
及
び

高
専
後
期
二
年
に
在
学
す
る
者
。

（
何
学
年
か
ら
で
も
可
能
）

▼
募
集
期
間

・
平
成
９
年
２
月
１
日
か
ら

３
月
3
1日
ま
で

▼
奨
励
金
の
額

・
在
学
期
間
中
、
月
額
２
万
円

を
貸
与
し
ま
す
。

（
支
給
月
は
、
４
月
と
1
0月

の
年
２
回
。
各
６
か
月
分
支
給
）

▼
利
率

・
無
利
子

で
す
。

▼
返
済
期
間

・
卒
業
後
１
年
間
据
置
き
。

・
在
学
期
間
の
２
倍
ま
で
の
年

数
内
に
、
年
賦
ま
た
は
半
年
賦

で
返
済
す
る
。

【
詳
し
い
内
容
の

お
問
い
合
せ
先
】

蓬
田
村
教
育
委
員
会

学
務
課
　
ａ
（
内
線
２
９
４
）

”
学

ぶ

意

欲

”

を

バ

ッ

ク

ア

ッ

プ

「

国

の

教

育

ロ

ー

ン

」

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
大
学
・

高
校
な
ど
の
入
学
生
や
在
学
生

を
抱
え
る
、
家
庭
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
と
教
育
の
機
会
均
等

を
図
る
た
め
、「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

公
的
な
融
資
制
度
で
、
安
心

し
て
利
用
で
き
、
低
利

で
手
続

き
も
簡
単
で
す
。

▼

ご
利
用
で
き
る
方

・
高
校
、
高
専
、
短
大
、
大
学
、

大
学
院
、
専
修
学
校
、
予
備
校

な
ど
に
入
学
・
在
学
さ
れ
る
方

の
保
護
者

▼
融
資
額

・
学
生
、
生
徒
１
人
に
つ
き

1
5
0
万
円
以
内

▼
利
率

・
年
３
・
１
％

▼
返
済
期
間

・
８
年
以
内

【
詳
し
い
内
容
の

お
問
い
合
せ
先
】

青
森
市
長
島
工
－

４
－

２

国
民
金
融
公
庫
　

青
森
支
店

S
0
1
7
7

－
2
3－
2
3
3
1

お知らせ

思

い

や
り

の

心

を

行

動
に

二
月
は
、
赤
十
字
社
員
の
増

強
運
動
月
間

で
す
。

日
本
赤
十
字
社

は
、
災
害

や

大
事
故
、
発
展
途
上
国
の
援
助

な
ど
人
命
を
尊
重
し
、
世
界
中

す
べ
て
の
人
々
が
、
平
和
な
生

活
を
お
く
れ
る
よ
う
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
対
策
と
し
て
、
「
家

庭
看
護
法
」

や
不
慮
の
事
故
に

備
え
る
「
救
急
法
」
の
講
習
会

の
開
催
、
い
じ
め
な
ど
青
少
年

の
心
の
問
題
を
見
据
え
た
「
青

少
年
赤
十
字
」
の
育
成
な
ど
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
活

動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
す
べ
て
、

赤
十
字
社
員
が
納
め
る
「
社
費
」

を
財
源
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ら

の
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

社
員
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、

「
社
費
」

を
納
入
い

た
だ
き
、

未
加
入
の
方
は
、
こ
の
機
会
に

社
員
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

運
動
期
間
中
、
赤
十
字
奉
仕

者
が
各
家
庭
に
お
伺
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

蓬
田
村
役
場
　

福
祉
課

容
（
内
線
２
３
工
、
２
３
３
）

国

民

年

金

保

険

料

は

社

会

保

険

料

控

除

の

対

象

に

な

り

ま

す

確
定
申
告
の
時
期

が
近

づ
い

て
き
ま
し

た
。

平
成
８
年
１
月
か
ら
1
2月
ま

で
の
間
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料

は
、
「
社
会
保
険
料
控
除
」
と

し
て
全
額
所
得
か
ら
差
し
引
か

れ
ま
す
。

申
告
で
き
る
の
は
、
平
成
８

年
分
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
、

過
去
に
未
納
に
な
っ
て
い
た
分

の
保
険
料
も
含
め
て
、
平
成
８

年
中
に
納
め
た
全
部
の
額
で
す
。

世
帯
主
の
保
険
料
だ
け
で
な

く
、
家
族
の
分
と
し
て
納
め
た

保
険
料
も
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
８
年
の
保
険
料
額

▼
定
額
保
険
料

・
工
月
～
人
ｊ［
月
］

月
額
　

１
１
、
７
０
０
円

・
４
月
～
1
2
月

月
額
　

工
２
、
３
０
０
円

▼
付
加
保
険
料

月
額
　
　
　
　

４
０
０
円

「
お
問
い
合
せ
先
」

蓬
田
村
役
場
　

住
民
課

容
（
内
線
２
３
６
）
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特

殊

自

動

車

の

車

種

区

分

が

変

わ

り

ま

し

た

平
成
９
年
１
月
か
ら
、
特
殊

自
動
車
の
車
種
区
分
が
変
わ
り

ま
し
た
。

農
耕
ト
ラ
ク
タ
は
、
最
高
速

度
3
5㎞
／
ｈ
未
満
で
あ
れ
ば
、

小
型
特
殊
自
動
車
と
な
り
ま
す
。

そ
の
結
果

・
検
査
が
不
要
で
す
。

・
自
賠
責
保
険
（
強
制
保
険
）

が
任
意
保
険
に
な
り
ま
す
。

・
地
方
税
の
種
類
が
固
定
資
産

税
か
ら
軽
自
動
車
税
に
な
り
ま

す
。小型特殊自動車の範囲

長さ

(ｍ)

幅

(ｍ)

高さ

(ｍ)

最高速度

(km/h)

総排気量

汗 ハﾙ ）

現　　　　 行 4.70以下 1.70以下 2.00以下 15以下 1.5以下

改

正

後

農　　耕

トラクタ
制限なし 制限なし 制限なし 35未満 評 艮なし

産 業 ・

建設車両
4.70以下 1.70以下 2.80以下 15以下 制限なし

ど

う

し

て

駅

を

壊

す

の

で

す

か

昨
年
の
広
報
９
月
号
で
、
駅

の
窓
ガ
ラ
ス
や
板
壁
が
壊
さ
れ

た
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

今
度
は
、
郷
沢
駅
の
時
刻
案

内
板
が
２
枚
壊
さ
れ
ま
し
た
。

時
刻
表
は
、
列
車
を
利
用
す

る
皆
さ
ん
に
必
要
で
す
。

駅
を
気
持
ち
よ
く
利
用
す
る

た
め
、
落
書
き
や
、
壊
し
た
り

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

テレホンガイド

役　　　場　27-2111　　保　育　所　　　27-2180

中央公民館　27-2076　　幼　稚　園　　　27-2042

トレセ ン　27-3010　　小　学　校　　　27-2069

スキー 場　27-3090　　中　学　校　　　27-2038

よもぎ温泉　27-2170　　 社会福祉協議会　27-2828

27-2077

Ｊ
Ｒ
東
日
本
盛
岡
支
社
で
は
、
秋
田
新

幹
線
開
業
、
東
北
新
幹
線
の
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
を
中
心
と
し
た
、
ダ
イ
ヤ
改
正
を
平

成
９
年
３
月
2
2日
出
に
実
施
し
ま
す
。

２　FEBRUARY

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28

2月行事予定表

開催日 曜日 行　　　　　 事　　　　　 名 場　　　 所 時間 担　　 当

３ 月 書道教室 中　央　公　民　館 13 : 30 中 央 公 民 館

４ 火
陶芸教室

１歳６か月・２歳児健診

〃

//

9 :00

13 : 00 福　 祉　 課

７ 金 人権特設相談所 // 10 : 00 住　　民　 課

９ 日 村消防団初午 阿 弥 陀 川 屯 所 前 9 :00 総　 務　 課

10 月 書道教室 中　央　公　民　館 13 : 30 中 央 公 民 館

12 水 股脱健診・離乳食教室 // 9 :00 福　 祉　 課

16 日 村連合ＰＴＡ研修会 // 9 :30 連 合P  T  A

17 月 書道教室 // 13 : 30 中 央 公 民 館

18 火 陶芸教室 // 9 :00 //

23 日 村民スキー大会 村　 ス　牛　一　場 9 :00 体協 スキー部

24 月 書道教室 中　央　公　民　館 13 : 30 中 央 公 民 館

25 火 陶芸教室 // 9 :00 〃

11●行事予定表
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長
科
子
ど
も
会
　
大
会
新
記
録
で
優
勝
！

サ
ー
ク
ル

ー
ジ
ャ
ン
プ
競
技

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム
大
会

十
二
月
十
四
日
出
、
青
森
市

の
県
民
体
育
館
で
、
県
チ
ャ
レ

ン
ジ

ー
ザ

ー
ゲ
ー
ム
公
認
記
録

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
グ
ル

ー
プ
で

楽
し
み
な
が
ら
、
健
康
づ
く
り

を
目
的
に
開
か
れ
、
村
の
予
選

を
勝
ち
抜
い
た
五

つ
の
子
ど
も

会
チ

ー
ム
が
参
加
し
九
種
目

に

挑
戦
し
、
多
数
入
賞
し
ま
し
た
。

▼

サ
ー
ク
ル

ー
ジ
ャ
ン
プ

ー
位
　

長
科
子
ど
も
会
（
ｍ

回
）

〈
大
会
新
記
録
〉

▼

エ
ン
ジ
ョ
イ

ー
パ
ス
ラ
リ
ー

ー
位
　

郷
沢
子
ど
も
会
（
1
7回
）

２
位
　

長
科
子
ど
も
会
（
８
回
）

▼

パ
ス
ア
ン
ド
ゴ
ー

ー
位
　

長
科
子
ど
も
会
（
５
回
）

３
位
　

郷
沢
子
ど
も
会
（
４
回
）

▼

ロ
ー
プ

ー
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
1
0

2
位
　

瀬
辺
地
子
ど
も
会
（
8
4回
）

３
位
　

中
沢
子
ど
も
会
（
6
3回
）

▼

バ
ー
・
ジ
ャ
ン
プ

２
位
　

蓬
田
子
ど
も
会
（
1
6
5
回
）

▼
リ
ン
グ

ー
キ
ャ
ッ
チ

３
位
　

長
科
子
ど
も
会
（
４
回
）

▼

牛
ヤ
ッ
チ
ン
グ

ー
ザ

。

ス
テ
ィ
ッ
ク

３
位
　

中
沢
子
ど
も
会
（
3
9回
）

み
～
つ
け
た

1

0

5

瀬辺地、板木沢川河口、北側の海岸で見つけました。

玉松海水浴場沖の離岸堤を作るために使われる消波ブロックです。

１個の重さは、約6.3トンで現在600個製作されています。

沖に設置されるのは、４月ごろです。

●み～つけた／戸籍の窓口12

戸　籍　の

窓　　　口

人口と総世帯

(12月31日現在)

総人口　3,775人

男　　1,807人

女　　1,968人

世帯数　1,045世帯

12月受付分

お誕生おめでとうございます

ご結婚おめでとうございます

･山本　 一仁（蓬　　 田）

秋ヽ田みどり（青 森 市）

･木戸　 良治（瀬 辺 地）

吹ヽ田　 明子（青 森 市）

おくやみ申し上げます

佐藤　コヨ（中　　沢　93歳）

田中　りせ（瀬 辺 地　85歳）

濱名　シワ（広　　瀬　94歳）

工藤　諒逸（長　　科　82歳）

青木　隆成（阿弥陀川　52歳）

武井　次子（蓬　　田　68歳）

編

集

後

記

寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

か
ぜ
を
ひ
い
て
い
ま
せ
ん
か
。

全
国
的
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛

威
を
ふ
る
っ
て
い
ま
す
。

予
防
に
は
、
う
が
い
・
手
洗
い
と

い
っ
た
、
普
段
の
心
が
け
が
大
切
で

す
。受

験
生
の
皆
さ
ん
、
健
康
に
留
意

し
、
希
望
の
春
（
学
校
）
目
指
し
ラ

ス
ト
ス
パ
ー
ト
。

ひ　な　こ木 村 比 奈 子

はる か久 慈　 遥 佳

りょうた
稲 葉　 亮 太

先　 雄
悦　子

徳　治
裕　子

利　広
京　子

二女

二女

長男
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